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研究成果の概要（和文）：高点密度の落葉期ドローンレーザ点群から精密広葉樹単木抽出手法を開発した。そし
て、ドローンレーザデータから解析した単木情報と高分解能UAV多波長画像を用いて単木レベルでの樹種分類方
法を確立した。解析精度について、全木の抽出率と正確率は94.6%と89.6%であり、上層木の抽出率と正確率は
96.6%と94.3%であった。そして、全樹種の上層木の分類精度は約73%～86%であった。さらに、単木情報を広域に
適用し、林分単位での森林材積推定手法を確立した。これらの研究成果は知財になる特許出願を行い、国際英文
学術誌にオープンアクセスで掲載され、専門学会で発表し高い評価を得た。

研究成果の概要（英文）：A highly accurate method of individual broadleaved tree detection was 
developed using UAV laser scanning data with high point density collected during leaf-off periods. 
Then, we established a tree species classification method at the individual tree level by combining 
the information of detected trees and high-resolution UAV multispectral imagery. The single tree 
detection and correction rates for all trees are 94.6% and 89.6%, whereas they are 96.6% and 94.3% 
for upper trees, respectively. Additionally, the accuracy of tree species classification on upper 
trees is between 73%~86%. Furthermore, we have developed a method for estimating forest volume at 
the stand level using the single-tree information of different species at the large scale. These 
research results were registered as patents and published on international English journals with 
open access, and our oral presentations at the specialized conferences were highly acclaimed.

研究分野： 森林計測学

キーワード： 森林計測　リモートセンシング　ドローンレーザ　多波長画像　広葉樹単木解析　樹種分類

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ドローンレーザデータとUAV多波長画像の組み合わせから樹種別の立木位置、樹高、胸高直径と材積
を算出することができ、林層構造が複雑な広葉樹林にも適用できる森林資源解析技術を開発し、広葉樹資源の有
効活用に貢献できる。本研究で開発した広葉樹林の樹種別資源量を高精度に把握し、森林調査をせずに毎木の森
林資源量が客観的かつ広域的に把握できることから、コストの削減効果が大きい。解析精度が実用化レベル以上
に達成したため、日本の林業成長産業化に貢献できる。また、日本の森林だけではなく、広葉樹林の広い中国や
東南アジアなど諸外国の森林にも応用可能なことから、国際共同研究にも貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の森林面積（2,512 万 ha）のほぼ半分は天然林（1,300 万 ha）である。天然林の多くは広

葉樹林（1,105 万 ha）であり、高い生物多様性を保持している。一方、2025 年までに木材自給
率 50％達成を目標として、針葉樹の素材生産量と需要量が増加している。さらに、広葉樹の需
要量と用途が拡大しており、その森林資源情報が求められている。 
近年、最先端の計測技術として、ドローン（UAV）に搭載した小型レーザスキャナシステム（以

下、ドローンレーザ）が開発され、点密度の非常に高い点群データ（100 点以上/m2）の獲得がで
き、安価で多時期撮影することが可能となった。ドローンレーザ計測では、林層構造が複雑な天
然林や複層人工林における下層にある広葉樹の解析が期待できる。さらに、ドローンに同時搭載
した近赤外線カメラにより撮影した画像との組み合わせで単木レベルでの樹種別森林資源の把
握も可能となる。しかし、これまでドローンレーザデータを用いた単木レベルでの広葉樹林資源
計測に関する研究がほとんどなく、新しいセンサーとして、広葉樹林解析への適用とその精度の
検証が急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、これまでの研究成果を発展させ、高点密度でありながら安価であるドローン

レーザデータと UAV マルチスペクトル（Multi-spectral）画像の組み合わせから樹種別の立木位
置、本数、樹高、胸高直径（DBH）と材積を算出することができ、林層構造が複雑な広葉樹林に
も適用できる高精度な森林資源解析技術を開発することである。具体的には：①高精度（数セン
チ）の 3D情報を持つドローンレーザデータと高分解能 UAV カメラ画像を用いて、密度に影響さ
れない広葉樹天然林から、精度の高い単木樹冠抽出手法と樹種分類技術を開発する；②抽出した
樹種別の立木位置と 3D 樹冠情報をもとに、単木レベルでの樹高、DBH や材積などを推定する；
③立木密度、林層構造と樹種組成の異なる検証用試験地のデータを用いて、開発した画像解析技
術を検証し、最適の解析手法を確立する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、長野県や岐阜県内にある数ヶ所の広葉樹天然林を中心として、精密 3D 情報を持つ

ドローンレーザデータと高分解能（数センチ）UAV マルチスペクトル画像を用い、MATLAB プログ
ラムによる高精度な単木樹冠の抽出と樹種分類を行うオリジナル手法を開発する。次に、検証用
の三つ試験地のデータを利用し、開発した画像解析技術を検証する。そして、単木レベルでの樹
種別立木位置、本数、DBH、樹高、材積とバイオマスを含む GIS データベースを作成する。さら
に、立木密度や林層構造などが解析精度に与える影響を分析し、林層構造の異なる森林に対応す
る最適の解析手法を確立する（図－１）。 

 
図－１ 研究全体の流れ 

 



４．研究成果 
（１）令和１年度は大町市と下諏訪町にある広葉樹天然林を中心として、多様な樹種を含む５ヶ
所で着葉期と落葉期のドローンレーザデータと UAV マルチスペクトル画像を取得し、すべての
対象地で現地調査を実施した。毎木調査で 4831 本の上層木の樹種、胸高直径と位置を調査して、
GIS データベースを作成した（図－２）。そして、落葉期のドローンレーザデータを用いて広葉
樹単木解析手法を開発した（図－３）。さらに、多時期のマルチスペクトルカメラ画像と機械学
習を用いてアファンの森における広葉樹天然林の樹種分類を試した。全体精度は 86%であった。
研究成果として論文の作成と共に学会発表を行った。 
 
（２）令和２年度は大町市の社と二ツ屋、麻績村と木島平村にある広葉樹天然林を中心として、
多様な樹種を含む４ヶ所で落葉期のドローンレーザデータを取得し、すべての対象地で現地調
査を実施した。樹種、胸高直径と位置を調査して、GIS データベースを作成した。そして、これ
らの落葉期のドローンレーザデータを用いて広葉樹単木解析技術を改善した（図－４）。解析精
度について、胸高直径が 10cm 以上の単木抽出率は 90％以上であり、抽出正確率は 97%以上であ
った（図－５）。研究成果として、知財になる特許出願を行った上で、第 10回中部森林学会大会
で口頭発表をした。 
 
（３）令和３年度は飛騨市宮川町にある広葉樹天然林を中心として、多様な樹種を含む５ヘクタ
ールの面積で落葉期のドローンレーザと紅葉期のマルチスペクトル画像を取得し、その中で約
0.7 ヘクタールの対象地で毎木の現地調査を実施した。樹種、胸高直径と位置を調査して、GIS
データベースを作成した。そして、これらの落葉期のドローンレーザデータを用いて広葉樹単木
解析技術を改善し、紅葉期のマルチスペクトル画像と機械学習を用いて単木樹種分類技術を開
発した。解析精度について、ドローンレーザから解析した全木の抽出率と正確率は 94.6%と 89.6%
であり、上層木の抽出率と正確率は 96.6%と 94.3%であった。そして、マルチスペクトル画像を
用いた全樹種の分類精度は約 73%であった。研究成果として論文の作成と共に特許申請と学会発
表を行った。 
 

 
図－２ 現地調査結果から作成したデータベース 



図－３ 単木解析結果 
 

 
図－４ 単木解析断面図 



 

 
図－５ 単木解析精度 
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